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	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　

　現在、精神科医療はもとより、日本という国全体が医療経済に対する問題を多く抱えている。そのような現状であっても、現場（臨床）は常日頃、患者に対する適切な治療・ケアを提供する為に試行錯誤して取り組んでいる状況である。本学会では日常的に行われている、治療・ケアの効果を示す発表が置くあり、当院でも活用できそうな題材が多くあった。また、シンポジウムでは「看護管理」と称して、管理者側が抱える問題と、現場スタッフとの温度差について意見を聴取することが大変参考になる部分もあった。

　全国学会はこれまで数回参加してきたが、その度に刺激を受け、考えさせられることも多くあり、勉強になるものである。

【精神科病院の現状と将来：日本精神科病院協会会長　鮫島　健】

　精神科病院を取り巻く社会情勢は年々変化している。精神障がい者に対する法の改正もあり、また医療経済に対する変化も多く見られている。今後、我々が行うべきことは、いかに質の良い医療を提供するか、入院治療から社会生活治療へすすめるためのケアを考えていかなくてはならない。また、病院経営という視点でも予算は限られているのだからいかにコストを抑えながらも質の良い医療を提供するのか考えていかなければならない。

＜考察＞

　会長の講話にもあったように、現在の日本の医療経済に関してはいかに予算を抑えるか･･･という現状しか見られない。患者には患者の負担があり、最低限の予算で適切な医療・ケアの提供にも限界があるのではないかと感じる。また、諸外国より遅れているという精神障がい者に対する支援について、今後、国の方針としていかに適切かつよりよい法を立てていくのか気になるところである。

　

【シンポジウム：精神科看護の技法】

　「管理者が求める精神科看護の資質」　兵庫県　大塚　恒子

　

　精神科看護を実践して行く為には基礎的な看護知識から、応用までが必要となる。また、年々、精神科看護はセルフケアを行うための援助へと移行している。そのためには先に記したように、基礎看護学があってなりたつものである。スタッフ教育を行う再には、そのスタッフにあった教育モデルが必要である。

　教育課程をカテゴリー（教育内容）に分け、段階を踏んでステップアップしていくシステムがモデルとしてあげられた。得意、不得意とならないよう、カテゴリー全てに対して学習・向上していくためのモデルである。

　現在、大塚氏の病院では、クリニカルラダーを用いての目標管理を行っている。

＜考察＞

　スタッフ教育・育成に関してはどこの施設でも問題視されるものであるが、施設なりに工夫して取り組んでいるところが多い。ただ、どの施設にも共通して言えるのは、「基礎的知識」を根本に置くという事、それがあって応用に進むという形である。スタッフの意欲如何によっては、当然評価内容も異なるであろうし、それをスタッフ自身がどのように受け止めるのか?そのフォローはどのように行うのか？といったところが重要であると考える。
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